
 

2019 年 10 月 20 日（日）13：00～17：00 
                                  

13：00～13：10  開会・趣旨説明・講師紹介  

 

13：10～14：00  岡嶋 大峰氏（大阪城天守閣 学芸員）  
                 「加賀前田家の系図編纂と姓の変遷」 
 

14：10～15：00  菊池 浩幸氏（公益財団法人前田育徳会 主幹）  
「前田育徳会所蔵の天神関係資料」 

 

15：10～16：00  綿抜 豊昭氏（筑波大学知識情報・図書館学類 教授）  

                 「加賀藩の連歌―小松天満宮を中心に―」 
 

16：05～17：00  パネルディスカッション 

                 司会：塩崎 久代（当館学芸主任） 

                 パネラー：岡嶋 大峰氏・菊池 浩幸氏・綿抜 豊昭氏 

                         藤井 讓治（当館館長） 
 
17：00         閉 会 

 

 

 

  

                 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立歴史博物館 

ワークショップルーム 
(第２棟２階） 

石川県立歴史博物館 
〒920-0963 金沢市出羽町３-１ 
 

電 話:076-262-3238 
Ｅメール:rekisi02@pref.ishikawa.jp 

申込先 

電話、Eメールにて下記まで 

お申込みください 

（定員に達し次第締め切ります） 

申込方法 会 場 

８０名（先着順・申込要） 定 員 

加賀前田家は菅原道真を祖として仰ぎ、天神御忌にあわせて太刀を奉納するなど京都の北野天満宮と深い関

わりを持っていました。前田家が菅原姓を名乗ったことは、寛永 18 年（1641）に江戸幕府が編纂を開始した「寛永

諸家系図伝」（以下、「寛永系図」）に確認され、明暦 3 年（1657）には三代利常が隠居した加賀小松の地に北野

社の四分の一規格の社（現・小松天満宮）を造営し、北野社上乗坊から宮仕能順を招きました。 

今回のセミナーは、このような北野天満宮との関わり、前田家の天神信仰はいかにして始まり、展開したのか、と

いう問題に迫る試みです。前田家の北野天満宮への奉納品やその関連史料に加え、前田家の系図編纂や前田家

歴代による天神関係資料の収集、さらには加賀藩の連歌についての最新の成果をもとに、前田家の天神信仰につ

いて再検証します。 

 
日 時 

「加賀前田家の天神信仰」 

秋季特別展 

「加賀前田家と北野天満宮」 

関連事業 

 

（開場 12：30） 

第 3２回 石川の歴史遺産セミナー 
 

 

参加無料 


